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一人あたり平均 10.2 ha 91.6 ha
正方形にすると一辺 320 m 950 m
円にすると半径 180 m 540 m
最も広い範囲の子ども 84 ha 383 ha
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自分 の運 命を 運 に まか せ ると か，














人 類 史 に 対 す る 歴 史 的 反 省 を 行 い ，
｢ 歴 史 の 発 掘 作 業｣ を 通 し て 一 つ の






























































































































































































































































































































































で扱 う ことが望 ましい。 従 って，小学 校第 ３学年
で は， 地域学 習 に関連 して「‾ネ ット ワ ーク部 門」の
匚水道 」を， 第 ４学 年で は，「‾物 財生産 部門」とそ の
流通 であ る匚ネット ワー ク部門 」の「運 輸 ・通 信」を
学習す る。 また，物 財生産部門 の学 習に先だ って，
オー スト ラ リアの環境 に視点を 当て た中等 社会科
カ リキ ュラ ムの資源分類 を学習 す るこ とで， 環境
学習 に有 効な視点 を獲 得す るこ とがで きる。
（３） 宗教認 識 の位置づ け
地 域学習 や地 理学習 におい て，小学 校 ３年 生 か
ら日本 や世界 の様々な 宗教を学 習 するＯ
社 会認 識
形成 におい て，宗 教を 小学校 中学 年 か ら学習 す る
意義 は， グロ ーバ ルな 視点獲 得 の場 合 と同 様， 偏
見 を形成 す る重要 な時 期だ か らで あ る。 また，自
己認 識形 成 にお ける意義 は，宗 教を通 して 自己 の
も のの考え方 と行動 の関連 を学 ぶ ことで，自己 を
客 観的 に認 識す る ことが思春 期以 前に可 能な点 て
ある。 中学年 にお ける宗教認 識 は，現 代 日本 の無
宗 教状 態 に よる知 的･ 精 神的 空 白を 補 う役 割を 果
たし，思春期 におけ る「‾個 の確立」 を促進 させる。
そし て， 歴史 学習 で は，文 化 や社会 シ ステムの
基 底 とし て の宗 教 を 学 習 す る。 そ れ によ っ て，
匚メタ宗 教」の視点 ，すな わち客 観的 な宗 教認識 が
獲得さ れ る。
さ らに，中学 校 ３年 生 で哲学 や思想 に もふ れ，
「‾個 の確 立」を 助 ける。
（ ４）基 礎･ 基 本 の視点
技 能 獲 得 ，興 味･ 関心 重 視 の立 場 に立 て ば，体
験･ 経 験 と の関連 が あ る ので，身 近 な地 域 で の個
別的 な学習 が望 ま しい。 し かし，地 球 儀や世 界地
図 のような子 ど もの実体 験が不 可能 な ものについ
て はそ の限り で はない。 ま た，内容 獲得 の立場 に
立て ば，シークエ ン スはで きるだ け普遍 的 な内容
か ら学習 す るこ とが望 ましい。 従 って ，ミクロな
学習 素材 とマ クロな学習 素材 の適切 な配 置が必要
で ある。
（５） 総合 的な学 習
総 合的 な学習 につい て は， 参考を 示す にとど め
たが， 小 中連携 を考慮 し たロ ーカ ルカ リキュ ラム
の作成，及 び教科連携を考慮したスクールカ リキュ
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